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公定書か ら見た-チ ミツおよび ミツバチ生産物

高松 覚

ハチ ミツをはじめとするミツバチの生産物

は,様々な用途に使われているのは周知のとお

りである.その中でも,医薬品,医薬部外品,

化粧品,食品への用途は重要で,各業界での貴

重な天然物由来の原料として扱われている.

一方,医薬品や化粧品,食品では, ヒトの体

に入ったり触れたりする形態で使われることか

ら,保険衛生上の品質を確保 しておく必要があ

る.そのため,厚生労働省が管理する,医薬品,

医薬部外品,化粧品等の原料および食品添加物

などについては,公定書が定められており,物

質の安全性を確保するための品質を定めてい

る.本稿では,化粧品を主 として, ミツバチの

生産物,特に-チミツについて,どのような品

質のものが求められているかを公定書の記載を

中心に眺めてみたい.ただその際,公定書にあ

るやや難解な用語を播く必要があるので,前半

部分で公定書の記載にしたがった解説を行った

公定書

医薬品,医薬部外品,化粧品および食品添加

物について,厚生労働省が定めている公定書に

は現在表 1に示すものなどがあり,天然物から

合成品,有機物から無機物まで,種々の物質に

ついて品質を確保するための規格が収載されて

いる.なお本文中では,表にある略称を使用 し

ている.

一方,これらの公定書では,通則としてそれ

ぞれの規格で定めた項目を試験するための用

語,定義,試験法などが定められている.また,

規格項目および試験を行う方法を含めて品質を

確保,確認する方法として一般試験法が定めら

れている.

1 公定書収載成分

ミツパテの生産物といっても,通常一般的に

流通 しているものと,ある目的のために加工さ

れたものがある.これら両者で公定書に収載さ

れているものがある.

1.1 通常生産物

ミツパテの生産物で,ほとんど加工されずに

これらの公定書に収載されているのは,衰2に

示す4品目で,それぞれ規格が設定されている

ハチミツが食品添加物公定書に収載されていな

いことに疑問をもつ方がいるかもしれないが,

それは,ハチミツが食品そのものであり,添加

物ではないからである.プロポリスは,メーカ

ーによっては医薬品や化粧品に配合されている

ようだが,それは ｢別紙規格｣として製造品日

ごとの配合承認を厚生労働省か ら受けたもの

で,公定書に収載されているものではない.

蓑 1 厚生労働省が定める公定書の種頬

規制対象 公定書 略称 版または発行年

医薬品 日本薬局方

医薬品 日本薬局方外医薬品規格

医薬品 薬品添加物規格

医薬部外品 医薬部外品原料規格
化粧品 化粧品原料基準

化粧品 化粧品種別配合成分規格

食品 食品添加物公定書

局方 第十四改正 (2001)

局外規 (1994)

薬添規 (1998)

外原規

粧原基 (2001年3月31日廃止)
粧配規 (1998)

食添 第 7版 (1999)
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蓑2 公定書に収載されているミツバチ生産物

ミツパテ生産物 関係公定書

ハチミツ
ミツロウ
サラシミツロウ
ロ-セルel)-

局方,粧原基
局方,粧原基,食添
局方,粧原基
粧配規,外原規

1.2 加工品

ミツバチ生産物を加工 したもので公定書に収

載されているものは,表 3の 9品目である.化

粧品への用途では,化学処理等の加工されたも

ので用いられているものがあることがわかる.

2 公定書の見方

表 4および5にハチ ミツ関係の公定書を示

したが,これを見ると,いきなり馴染みのない

言葉が出て くることに驚 く方 もいることと思

う.以下にざっと簡単に用語の説明をしたい.

2.1 本質 ･基原

｢基原｣などという言葉は,普通の辞書には出

ていない.｢起源｣や ｢起原｣で想像されるよう

に,そのものが何であるか,を示 しているもの

である.

2.2 確認試験

与えられた試料が,その物質であることを確

認するための同定試験を示す.その物質自体や

物質中に多く含まれる成分の性質,特性を用い

たり,化学構造の一部に特異な呈色反応や沈殿

反応による試験が設定されている.

機器を用いて各種の分光分析や分離分析で定

性反応の代わりとして用いる場合もあり,最近

は機器分析法を用いるのが主流となっている.

2.3 性状

与えられた試料の色,形状,におい,味など

を規定 している.医薬品や化粧品に用いると

き,においや味が製品に影響することを避ける

ため,ある程度の範囲で適否の判定に用いられ

ている.色やにおい,味は主観的な評価なので,

それなりに訓練された人が判定することになっ

ている.

2.4 示性値

与えられた物質そのものの性質を特定するた

めの項目である.比重,酸価,けん化価,pH,

屈折率などが該当する.

2.5 純度試験

保健衛生上または利用 した製品の安定性上好

ましくない混在物を規制するものである.一部

では,偽物を掴まされないような項目も設定さ

れている場合 もある.医薬部外品や化粧品で

は,ほとんどのメーカーが ｢各原料でヒ素や鉛,

重金属等の混入を規制 しているので,最終的な

製品にこれらが混入 していない｣と説明してい

るので,有機物原料のほとんどの品目について

は,実測値や過去の汚染状況をもとに,重金属:

20ppm以下,ヒ素:2ppm以下の規制値が設定

されている.

食添では,通常示性値として示される融点や

酸価が純度試験の項目に設定されているものも

がある.

2.6 通則

公定書にはそれぞれ,通則があって,各試験

条件,用語等を規定している.数値の単位には

SI単位系を用いている.通則,一般試験法など

が公定書ごとに異なるため,厳密には,規格値

が同じだからといっても,例えば局方のものと

粧原基のものとは同一であるとはいえないし,

表 3 公定書に収載されているミツバチ生産物の加工品

生産物加工品 公定書

還元ハチミツ液
高酸価ミツロウ
混合ワックス
ステアリン酸･ミツロウ石けん･ワセリン混合物
低酸価ミツロウ
ペンタエリスリチルクエン酸

高級脂肪酸エステル･ミツロウ･ノニオン乳化剤混合物
ポリオキシエチレンソルビットミツロウ
ポリオキシエチレンミツロウ (8E.0.)

油溶性ローヤルゼリーエキス

粧配規,外原規
粧配規
粧配規,外原規
粧配規
粧配規

粧配規

粧原基
粧配規
粧配規,外原規
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蓑4 -チ ミツの局方 と粧原基 の比較

項目 第十四改正 日本薬局方 化粧品原料基準 新訂版

ハチ ミツ ハチミツ

英語名 Honey Honey

ラテン名 MEL

別名 蜂蜜 蜂蜜

本質 ･基原

性状

示性他

比至巨

純度試験

日)敬

t2)航酸塩

本品はヨーロッパ ミツパチA♪lSmeLLlferaLinne

又は トウヨウミツパテA♪tStndlCaRadoszkowskl

(Apldae)がその掛 こ集めた甘味物を採集 したもの

である

本品は淡黄色～淡黄褐色のシロップようの液で,過

例,透明であるが, しばしば結晶を生じて不透明と

なる.本品は特異fi:においがあり,喋は甘い.

本品 500gを水 100mLに混和した液は比重

d萱8:1.111以上を示す.

本品 10gを水 50mLに混和 し,1moL/L水酸化カ

リウム液で中和するとき.その消'f-1iaは05mL以

卜である (指示遊 フェノールフタレイン試液2

滴).

本品 10gを水20111Lに混和 し,ろ過 し,ろ液に塩

化バリウム試液2滴を加えるとき,液は直ちに変化

しない.

(3)アンモニア 本品 10gを水20mLに混和し,ろ過 し,ろ液にア

呈色物 ンモ二ア試液 2mLを加えるとき,液は直ちに変化

しない.

(4)レソルシ 本品 5gにジェチルエーテル 15mLを加えてよく混

ノール呈色物 和し,ろ過 して得たジェテルエーテル液を常温で蒸

発し.残留物にレソルシノール試液 1-2滴を加え

るとき,残留物及び液は哉赤色を呈することがあっ

ても1時間以上持続する赤色～赤紫色を呈 しない.

(57デンプン

及び

デキストリン=)

(5)デンプン

及び

デキストリン(u)

(6)異物

(7)灰分

本品 7.5gに水 15mLを加えて振り混ぜ, 水浴上で

加温 し, これにタンニン酸試液 0.5mLを加え, 袷

後,ろ過 した液 1.OmLに塩酸 2滴を含むェタノー

ル (99.5)1.OmLを加1えるとき.液は混濁しない.

本品 20gに水 10mLを加え. 水浴中で加温 して混

和 し, 冷後, この液 L.OmLにヨウ素試液 1滴を加

えて振り混ぜるとき,液は苛色,緑色又は赤褐色を

呈しない

本品 1.0gを水2.OmLに混和 した後,遠心分離し,

得られる沈殿を鏡検するとき,花粉以外の異物を認

めない.

04%以下

本品は,ヨーロッパ ミツパテApismelLi/eTlaLinne

又はトウヨウミソバチApISmdlCaRadoszko＼vskl

(Apidae)がその巣に集めた甘味物を採袋 したもの

である.

本品は,淡黄色～黄かっ色の粘性の液で,通例透明

であるが, しばしば結晶を生 じる.本品は,特異な

においがあり,味は,甘い.

本品 500gを水 100mLに混和した液は比蚕

d_紺 1.111以上 (第 1法)である.

本品 10gに水50mLを加1えて混和 し,フェノール

フタレイン試液2滴を加えて 111101/L水酸化カリ

ウム舷で滴定するとき,その消'Hinは,05mL以 F
である.

本品 1.0gに水20mLに混和 し. ろ過 し, ろ液に希

硝酸 ImLを加え,更に塩化バ リウム試液 2滴を加

えるとき, 液は,直ちに変化 しない.

本品 1.0gに水20mLを加えて混和 し,ろ過 し,ろ

液にアンモニア試液 2mLを加えるとき.液は.直

ちに変化しない.

本品 5gにエーテル 15mLを加え,よく混和し.ろ

過 して得たェーテル液を蒸発して除去 し.残留物に

レゾルシン試液 1-2滴1Jnえるとき,牲留物及び液

は,哉赤色を呈することがあっても,1時間以上持

続する赤色～赤紫色を呈 しない.

(項目名 レゾルシン呈色物)

本品 75gに水 15mLを加えて混和 し, 水浴上で加

温し,これにタンニン酸試液 05mLを加1え,冷後,

ろ過 し,ろ液 1.OmLに塩酸 2滴を含む無水エタノ

ール 10mLを加えるとき,液は,混濁しない.

本品 20gに水 10mLを加え. 水浴中で加温 して混

和 し,冷後, この液 1.OmLにヨウ素試液 1滴を加

えて掘り混ぜるとき,液は青色,緑色又は赤褐色を

里 しない.

本品 1.0gを/k2.OmLに混和Lた後,遠心分離し,

得られる沈殿を鏡検するとき,花粉以外の異物を認

めない.

Lm去 容器 気密容器

局方の品質を満足するからといって粧原基の品

質を満足するとは限らない.また反対も同様で

ある.

2.7 一般試験法

それぞれの公定書にある試験を行う方法が記

載されている.各公定書ごとに通則がある関係

で,用語が統一されていない.また,異なった

言葉で同じことを示 している場合もあるので,

注意が必要となる.例えば,局方のハチミツで

規定している ｢レソルシノール呈色物｣は,粧

原基にある｢レゾルシン呈色物｣と同じ項目で,

同じ目的の試験である.これまで｢レゾルシン｣

といってたものが2001年に発行された第十四

改正の局方から ｢レソルシノ-ル｣に名前が変

更されたためである.

2.8 規格の改訂

局方は,5年ごとに見直し,改訂されること

が法律で決められていることから,時代の変化

とともに変遷しているが,一方,粧原基は,発

行されてから1回だけ改訂されたまま2001年
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3月末に廃止された.

外原規は,粧原基および粧配規と合わせたも

のとして,有害試薬を使用 しない試験法への代

替法の設定や規格項目の統一化を含めて,現在

化粧品工業連合会において全体的な見直し作業

が行われている.

各規格

ここでは-チミツを例にとり,各項目ごとに

規格を比較 してみたい.

1 ハチミツ

医薬品では,-チミツは,配合剤の甘味料,

丸剤の結合剤などとして利用されている.ま

た,滋養強壮の目的で用いられることもあり,

漢方の処方では,吐き気を鎮める処方で ｢大半

夏湯｣に用いられている.

化粧品では,皮膚を滑らかにする性質がある

ので,マッサージクリームや化粧石けんに使用

されている.また,乳液や精油を入れた化粧水

の増粘剤としても使用されている.皮膚科学的

にまったく無害である,とされているが,花粉

を含むため,人によっては稀にアレルギーを起

こす例が認められるようである.

化粧品によっては,｢産地指定｣｢養蜂家指定｣

｢銘柄｣をうたった製品に使われているようで,

商品の付加価値を高めるのにも役立っている.

食品では,果糖を多量に含むため,結晶にな

らない状態で,大気中の水分を吸収する性質を

生かし,食品の乾燥を防ぐ目的でも使われる.

1.1 本質･基原

局方も粧原基も基本的には ｢本品は,ヨーロ

ッパ ミツパテA♪ismelliferaLinne又はトウ

ヨウ ミツパ テApisindicaRadoszkowski

(Apidae)がその巣に集めた甘味物を採集 した

ものである｣としている.｢セイヨウミツパテ｣

ではなかったり, トウヨウミツパテの学名が

Apisceranaでない点など,居心地が悪い方も

いるかも知れないが,これが厚生労働省管轄の

法律で定められている,-チミツを生産する生

物の学名として記載されているのである.

1.2性状

局方では色が ｢淡黄色～淡黄褐色｣であるの

に対し,粧原基では ｢淡黄色～黄かっ色｣で,

粧原基のほうが広い範囲を認めている.｢淡黄

褐色～黄かっ色｣のものは,粧原基は適合とな

るが,局方には不適,と判断されることになる.

状態は,ほぼ同じく ｢通例透明であるが,しば

しば結晶を生 じて不透明となる｣と記載 してお

り,長期置いて濁ったものも適合としている,

においは,性状でよく使われる｢特異なにおい｣

として表現されている.味については,通常の

規格には必ずしも設定されている項目ではない

が,ハチミツは甘いという当たり前の特性が規

定されている.

1.3 比重

-チミツは,粘度が高いため,直接の比重測

定は困難である.そのため,水を加えて50W/v

%とした液について規定 している.糖分が約

80%以上という点を規定するために設定され

て いる ものである.イギ リスの局方 には

｢Purifiedhoney｣が収載されていて,その比

重は,そのままの測定値でdほ宝:1.359-1.361

が規定されている.

1.4 純度試験

1.4.1 酸

-チミツ中に含まれる酸性物質としては,辛

酸,クエン酸, リンゴ酸および乳酸が主体で,

0.1-0.2%含まれているが, その量を総量とし

てアルカリ液による滴定法で規定している.

1.4.2 硫酸塩

ハチミツ中に含まれる硫酸塩を塩化バリウム

を加えて,不溶性の硫酸バ リウムとして白濁す

るかどうかで判断する.設定目的は不明である

1.4.3 アンモニア呈色物

-チミツにアンモニアを加えたときに呈色す

る成分を規制 している.ろ過だけでは液が澄明

とならない場合,呈色することがあるので,必

要に応 じて遠心分離 してから試験を行うよう

に,注解に注意事項が記載されている.

1.4.4 レゾルシン呈色物

-チミツを加熱すると生 じるフルフラール化

合物や偽和物として加えられた酸転化糖を規制

している.ハチミツ中の果糖が酵素により分解

され,時間が経っとヒドロキシメチルフルフラ
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表 5 還元 -チ ミツ液 の外原規 と粧配規

項El 外原ki=lおよび粧配収

還元-チ ミツ舷

英語名 HydrogenatedHoneySolutlOn

ラテン名 ･別名 (記城なし)

木質 ･基原 本品は,｢ハチ ミツ｣を-/k某添JJl_1して得たものの約 36%ェクノール溶液である

性状 細色透明な液,弱いケラ二オール及びェタノ-ルようのにおいがある.

hll'lI.;.こ'"TTu.･ミ
本品の水溶液 (ll,20)1mLに新たに調製 したカテコール溶液 (1-10)1mLを加えてよく掘り混ぜ

た後,硫酸 2mLを加えて振 り混ぜるとき,液は,淡赤色～赤紫色を呈する.

(2) 本.,r=.).の-JJく執夜目-20)1mLにナフトール ･エタノール1'/(き液 (15-100)数滴を加え,tJtlzl砺硝安2-3mL

をl静かに加えて慣枇するとき,眉間に淡紫色の環を呈する

(3) 本品の ピリジン溶液 (1-20)4〟Lをとり,曲同上にスポ ノトし,イソプロパノール,酢駁エチル及

び水の混液 (1005015)を展開溶媒として矧 巨.'･クロマ トクラフ掛 こより試験を行う.矧 酉に-ナノン

酸溶液 (注 1)をIlA妄芳するとき,Rf約 02に白色のはん点を,原点及び Rト値約 005に白色のはん点

をFLJL)tめる

純度試快

川 酸 本品 100gにノJく50mLを加えて振り混ぜた後.フェノールフタレイン試液2滴を加え,椎がわずかに

紅色を呈するまで Imol/L水酸化カリウム舷を加えるとき.その1肖'pFi正は,0.5mL以下である.

(21硫酸塩 本品 10gに水 20mLを加えて掘 り混ぜた後,ろ過する.ろ液に塩化- リウム試液2滴をJJllえるとき,

液は,直ちに変化 しtj:い.

(3)デンプン及び 本品 75gに水 15mLを加えて掘 り混ぜ,水浴上でJJm.乱した後.こnにタンニン酸試液 05mLを加

テキス トリン(I) え,袷後,ろ過する.ろ液 10mLに塩酸 ･無水ユタノ-ル溶液 (注 2)1.OmLを-1Jrlえるとき.液は,

混濁 しない.

(3)デンプン及び 本.1=,I.20gに水 101TILをJJllえ水浴中で加flTLしてよく振り混ぜる.冷後,この破 1.OmLにヨウ東試行を1

テキス トリン(ll) 柵をJJTlえて振 り混ぜるとき,液は,茜色,緑色,又は赤かっ色を呈 しない

(LH･1･云化糖 本.ra20mLを 150mLの三角フラスコにとり,硫酸銅溶液 (i-25)20mL及びアルカリ性酒石酸カ

リウムナ トリウム｢糾佼(注3)20mLを加え.JJl]熟 し3分間Ir']'lrかに/州晦させ,つきに火を収り去 り,lJk

LlilLて亜酸化銅を沈殿させる.(この際,上漸 校はiE,,E色を呈 していなければならない )次いで上澄液

を静かにAlllhn管内に傾斜 して吸引ろ過 し,フラスコ内の亜酸化銅は温1品で数rq洗い,洗液は毎rrTT

Alllhn管内に傾糾 して11R引ろ過 し, フラスコ内の互巨酸化銅は温協で数rTTIL/it:い, 洗液は1=-irTIAlllhn管

内に注いでろ過する.ろ液がアルカリ性反応を呈 しなければよい (亜酸化銅はなるへく空気に触れな

いように注意する)次いで硫耽策L二鉄試椎的20mLをフラスコに加えてW!酸化銅を溶か し,これを前

記の Alllhn管を朋いて受器を新たにして,徐々に吸引 しなからろ過 した後,水で数阿洗い,洗液をろ

液に合わせ,これがわずかに紅色を呈するまで過マンカン酸カリウム溶液 (5-10)で滴定する.次式

を用いて鋼の品 (mgCu/g)を許出 し,illf化帖のiii(%)を求めるとき.その限度は,005%以下であ

る

過マンカン酸 カリウム溶液 lmL-銅02238g/A

A シュウ酸アンモニウム (C20.(NH/[)2･H20)0.25gを*rf!]鰍 こiiiりとり,水 100mLを加えて溶か

し,これに磁硝安2mLを加えて60-70℃にJJH温 した後.液がわずかに紅色を豊するまで過マンガン酸

カリウム溶液を用いて滴定する ここで消出した過マンカン敢カリウム胤 校のmLをAとする

(5)重金属 本品 1.0gをとり-水 25mLを加えて溶か し,希酢酸2mL及び水をJJllえて 50mLとする これを試牌

溶液として試験を行うとき,その限度は20ppm以Tである ただし.比較液には,鉛標準根2.OmL

をとる

本品 10gをとり,硫肢2mL及び硝酸 5mLを加えて静かに加熱する かっ色の煙が山たら放(/T許し,過

塩累隙2mLを加え,白煙が発生するまで加熱する.冷後,硝酸及び過塩素酸の等容益混液5mLを加

えて白煙が発生するまで加熱する.液が,純色～微黄色になるまでこの操作を繰り返す.冷後,飽和 シ

ュウ酸 アンモニウム溶液 15mLを加え, 自性が発生するまで加熱する. 冷後,水を-加えて 10mLと

し, これを試臓溶液とLて装毘Aを用いる方法により託ち負を行うとき,その限度は,2ppm以下であ

る.

乾燥減血 600-630% (5g,105℃,4時間)

強熱残分 0ユ0%以下 (第 31去.5g)

(症 ll)-ナシン酸溶液 ●-ナンン酸アンモニウム20gに水 5mLを加えて愉 当日させた後,芭Tl=めた硫

醍 (1-20)50mLをJJllえる.(江2)塩酸 ･紳 Jくエタノール溶液 ..称JJくエタノ-ル 10mLに塩酸 2滴

をJJ1]える (江3)アルカリ性酒石酸カリウムナ トリウム溶液 .酒石酸カリウム200g及び水酸化ナ ト

リウム 150gを水を加えて溶か し､10001TILとする.
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-ルを生 じ,これがレゾルシン (レソルシノー

ル)と反応して赤色を呈する(セリワノフ反応)

ことがある.したがって合否の判断は ｢残留物

及び液は黄赤色を呈することはあっても1時

間以上継続する赤色～赤紫色を呈 しない.｣と

複雑な表現となっている.食品の国際規格で

は,ヒドロキシメチルフルフラール量は,40

mg/kg以下,酵素含有量の少ない柑橘類の植

物から得られたハチミツでは 15mg/kg以下,

が設定されている.

1.4.5 でんぷん及びデキストリン

偽和物として添加されるでんぷんとデキスト

リンを規制する項目である.2種の試験が設定

されているが,どちらがでんぷんの試験でどち

らがデキストリンの試験であるか不明である.

1.4.6 異物

ハチミツに水を加えて混和 したものを遠心分

離 して得 られた沈殿を顕微鏡下で観察すると

き,｢花粉以外の異物を認めない｣という試験で

ある.通常のハチミツでは花粉はもとより, ミ

ツバチの足や体にある毛が含まれていることが

あるが,公定書の規定を満足するためには ｢花

粉以外の異物を認めてはならない｣ので,連用

が大変である.

1.4.7 灰分

局方では規定されているが,粧原基では設定

されていない.-チミツをるつぼにとり,徐々

に加熱 した後,900oCで強熟 し,有機物を完全

に除去 したときに残留した無機物の量で規定 し

ている.0.1-0.35%含まれているもののよう

で,0.4%が限度値とされている.

1.4.8 貯法

これも局方では規定されているが,粧原基で

は規定されていない.吸湿性があるので,気密

容器で光も当たらない環境が望まれている.

まとめ

厚生労働省が定めている公定書のミツパテの

生産物に関する品質規格を記載 した.特に-チ

ミツの公定書ごとの規格を比較 して示した.

公定書ごとの規格は,医薬品や化粧品等で要

求される品質が異なるため,類似 してはいる

が,同一ではない. しかし,主にヒトへの安全

性や-チミツを利用して作られる製品の安定性

に関する項目が設定してあることがわかる.別

の例として,粧配規から-チミツそのものでは

なく,水素添加 して還元した｢還元ハチミツ液｣

の規格を表 5に参考として示した.ハチミツに

は設定されていないいくつかの項目が設定され

ていることがわかる.

ハチミツについては全国はちみつ公正取引協

議会等があり,品質基準が定められている.しか

し,-チミツを医薬品等に用いる場合には,公正

取引協議会の品質基準だけではなく,ここに示

した各規格の品質を満足することを,製造 Lot

ごとに保証する必要がある.また,各項目の実

測値を示した試験成績書の発行を求められるこ

ともあるため,医薬品等に用いるためにハチミ

ツを生産出荷する場合には注意が必要である.

なお参照した公定書等は下記の通りである.

第十三改正 日本薬局方 解説書 (1996)

第十四改正 日本薬局方 条文と注釈 (2001)

化粧品原料基準 第二部注解 (1984)

化粧品種別配合成分規格 (1994)

化粧品種別配合成分規格 追捕 (1996)

化粧品種別配合成分規格 追捕Ⅱ (1998)

医薬部外品原料規格 (1998)

第七版 食品添加物公定書 解説書 (1999)

日本薬局方外医薬品成分規格 (1991)

医薬品添加物規格 (1998)

医薬審発第 160号/医薬監麻発第217号 (2001)

医薬蕃発第319号 (2001)

(〒224-8558 神奈Jll県横浜市都筑区早測2-2-1

(株)資生堂研究開発本部基盤研究センター)

SATORUTAKAMATSU.PresentstatusofJapanese

codlCeS for hive products,Honeybee Science

(2001)22(4):165-170.ShiseidoResearchCenter,

Shiseido Co.Ltd.,2-2-1,Hayabuchi,Tsuzuki,

Yokohama,224-8558Japan.

Comparethespecificationsofhoney and

otherhlVeProductslnJapanesecodicesfordlf-

ferentIndustries.Whenusinghoneyforcosmet-

ics,quasi-drugs,ormedicines,itisdemandedto

meetthenecessaryqualitystandardsforeach

manufacture lot,and required to issue the

vidimusesshowing analyticaldataforevery

item requieredbyeachcodex.


